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1．緒 言

　漢字を使用する国は，中国と日本だけでなく，韓国，台湾，香港，そし

量’シンガポールなどの輔アジァ繊・広がっており，・れらの国にとっ

㍉，漢字をコンピュータにどう入力するかは情報処理における共通のあい

痙1となっている。

二本稿を書くに至った直接のきっかけは，1994年8月に中国の四川大学計

dセンタを訪問したとき，学生たちの漢字入力法（五筆字型入力法）を目のあ
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たりにしたことである1）。それまでは，中国語の入力も日本語ワープロの

ぽ灘繕え鷺諜㌘力法］で卿えるので

　いうまでもなく中国語の表記は全て漢字であり，中国人の情報処理にと

って，「漢字」の入力は大きな問題である。

　私たち日本人の情報処理においても，「漢字」の入力と出力は一つの困

難な壁であった。そして入力については，今も完全に解決されたわけでは

ない。

　日本において，コンピュータでは漢字が扱えないと考えられていた時代1

は，まだそれほど昔のことではない。1978年に東芝の森健一らが「かな漢

字変換方式」のワードプロセッサを開発2）するまでは，日本のコンピゴ

タで扱える文字は，英数字の他はせいぜいカタカナに限られていた。

　本稿では詳しく立ち入ることができないが，1980年前後，日本語ワープ

ロの開発初期においては，「かな漢字変換方式」のみでなく，たとえばタ

ブレット入力や多段シフト入力などの直接入力方式，あるいはカナ2文字

を漢字のコードとして用いる記憶コード方式（連想方式ともいう）など，穣

の方式が考えられ3），そのような製品も開発されていた4）のである。そし

て結局，初心者にとって最も使いやすい「かな漢字変換方式」が生き残る

ことになった。

　しかしタイプライタの実用化から100年の歴史をもつ欧米人の眼には，

この「かな漢字変換」は現在でも相当奇妙な効率の低い方式に視えている

かもしれない。実際，アルファベヅト26文字のQWERTYキーボードで

ほとんど全ての文章を直接入力できる米国人の申には，日本語ワープロの

Fかな漢字変換（ローマ字漢字変換を含鋤」方式に対し批判的な人も少くない

（たとえばM，アンガー「コンピュータ社会と漢字」5）をみよ）。

彼らの英文入力は，文学通リタヨチタイプで直接入力でき，入加た

Fロ、一・　ft7字」や「かな」を「漢字」・；w－・；・Ethタカナ」に変換したり，目的と
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

　ず瀬字でない場合，ディスプレイ画面を見ながら別の漢字を選択すると

　崎お働な作業を伴わないからであるξさらに彼らの英文ワープロは，

　姥渚ば湖iロbsoft　WORDのように，単に英文入力と編集のツールであ

　るにどどまらず，スペルのチェックや文法のチェックさらには類義語の提

　示1英文としての読みやすさのチェ．ック，あいまいさのチェックといっ

　た，まさに使用者の英文作成を知的に支援する豊富な機能を備えている。

　かな漢字変換や辞書に凝ったソフトウェア（FEP）を要する日本語ワープロ
E

1では己未だこれらの機能は提供されたことがないb

l欧米人が躰酌一プ・の「かな淋変換」を視る，ち、うどそれと同

｝じ位繊私たち躰人は今日の掴で使用されている「字形入力法」と

｝くに「璋字型入力法」を視るといえるかもしれない。

已だちの「かな潜変換」・とのアナ・ジーからいえば沖臨の場合も，

　中国語の発音のローマ字表記である「ピンイン」をキーボードから入力し

して「漢字」に変換する方法（ピンイン入力法）が最も良い入力法ではないかと

　考えられる。しかしながらこの「ピンイン入力法」は，広い中国の人民全

　体にとって，これまでのところ必ずしも使いやすい方法ではなかったよう

　である6）・それは，日本語の「かな」が実際に日本文中に用いられる日本

　人全体の共通財産であるのlt対し，ピンインは北京語を基にした「普通

　話」の発音のローマ字表記であるため，北京以外の地方で別な発音で会話

　する人々にとっては使いにくいこと，またピンインの小学校教育ば1976

　年以降のことであり，現在30代以上に達した人はピンインを知らないこ

　と，さらに後で述べるようにピンイン入力法では同音字が多く発生するこ

　とによる。

　このようなことから，これまでの中国では，中国人民にとつて共通な漢

　字の形を基本要素（’a．hを￥楓という、）に分解して入力する方法・（字形入力法）

1が種港提案さ：れ実用化されてきだ7），8）。中国伏陸）で使用されている「五

筆字型永力法」9）’⑩元および台湾で用いられている「㌶法」11）はその代表
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的なもの・である。1・　・／　’t・・バtt－・・　　’　　　　　：．　　’・己ぶ

　世界的なネット・ワ÷ク時代を迎えて，今後の中国が21世紀にむ娃どの

ように情報処理技術を発展ざせることになるかはまだわからないが，⑳ぐ

とも，多くの中国人民に使いやすい中国漢字の入力法（インプットメ塘‘ド）・

の問題は，中国における情報処理の発展にとってキーになることは間違い

ないと思われる。

　そこで本稿では，この問題に接近するため，今日中国（大陸）1で使用勘

ている漢字入力法一五筆字型入力法とピンイン入力法を採り上げ検討し

た。とくに五筆字型入力法は日本では‘般にあまり知られていないため，

中国で出版された文献9）－11）に基づきその方法の詳細を述べ，日本でも，なじ

みの良いピンイン入力法と比較している。また最近，t・日本でも利用可能と

なっだMacintoshのChinese　Language　Kitを実際に使用して，五筆字型λ

力とピンイン入力により中国語文を作成した結果も示し，考察を加える。

2．中国語の入力法（インプットメソッド）

　　　　　　　　　　　　2．1　中国漢字

中国で使用される漢字の数は，一体どのくらいあるのだろうか。

　後漢の時代の辞書『説文解字』（100年頃）に収められた字は1万516．であ

ったが，1916年清代に編集された『康煕字典』には4万2176の漢字が収

録されている。ttそして現在までの累計で，古今の漢字の量は6万位に達す

るといわれる。しかし現代中国で実際に使用される字はそのうSl6000’－

7000程度のようである1P。

　情報処理用の漢字としては，日本語のJIS・第．rr水準漢字（29654）および

第二水準漢字C．3388i字）と伺．じよう．に，中国でも使用頻度の高い漢字が国家

標準（Guoii白’Biご6zh亘n＞として定められてお・り．，ttこれをGB漢字と呼ぶ江
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

　の1；ち最：も使用頻度の高い第一級漢字が3755，その次に頻度の高い第二級

　漢宗がヨ00＆である。・こ・れらの他，補助漢字1万305Tがある。

　　ま売合湾でぱ；第一級漢字5401，および第二級漢字7650の合計1万3051

　字を情報処理用漢字としている。

　　なお現代中国の新聞や一般雑誌などで使用される漢字の99．9％は，第

　一級漢字であるといわれている8）。

、　中国では，毛沢東の指示により，文盲を一掃し，児童の学習負担を軽く

　す6Eとを目的として，標準語の普及，漢字の簡体化，中国語の表音化の3

　点を中心とした文字改革が進められてきた12）。この結果，中国（大陸）で用

　いられる漢字は簡体字と呼ばれる，かなり字形を簡略化したものに変化し

　ている。一方，台湾や香港などでは細かくみれば若干差があるが，伝統的

　な字体慣体￥）を使用している。

1鞭罐：二；慧隠G：㌫隠蕊
｛てい甑このため同一の湊を用1・ても・・れらの国の樋間で情報

｝交換ができない状態にある。そこで国際的に漢字コードを一元化しよう

｝とIS・DP1・646やU・…d・力囎されている．この漢字コード統一イヒ13・

川こついでも種々の問題をかかえているがstここでは深く立ち入らないこと
い・する、，．

｝　　　，　　　　、　2．2　各種入力法の概要

｛瀦の入力方蹴ついては，すで｛・・195・年代から多くの研究が；・日本，

｝中国そしてア・リカなどで行われてきた・・日本における研究については山

1田尚勇3）や森健一14）が詳しい。、

1　過去提案され）tそして実用化された方式は種々あるが，：そ・れらを太別す
ヒ

1ると三つの方式に分類することができる。

｛まず蜘ま，．通常の英字キーボr，・，．・5“．e’・こだb5ずに，特別な入力ボード

ヒ
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を用いて，漢字を直接入力しようとする方式（直接入力方式）であるぎ己の

直接入力方式にも多々あるが，その代表は通常タブレット入力と呼ば秘

もので，，文字盤上に全て漢字を配置しておき，入力したい字を入力斑に

よって触れ，その接触を電子的にとらえるあるいはその圧力を感知する

ことによって，選択された文字の位置座標に対応する文字コードを本体に

送るものである。この操作は一目瞭然であり，初心者でも取り付きやすい

が，入力速度は習熟しても遅く（40～60字／分），長時間の使用は他の方式に

比べて疲れやすい。これとほぼ同様な直接入力方式に，キーボードを使用

する多段シフト式入力がある（たとえば15段シフト式11））。日本ではこれは漢

字テレタイプとも呼ばれ，新聞社や出版社，・計算センタなどで導入され

たエ5）。

　これらの直接入力方式に共通する利点は，操作が簡単で学習しやすいこ

とに加え，漢字のコードを記憶する必要がないこと，同音語の問題がない

ことである。中国では、今なお多量の入力を要する新聞や出版などの部門

で一部活用ざれているようである。しかし欠点としては，数千の漢字の中

から目的の字を探し出すのが難しく入力効率が低いこととともに，漢字の

収容数にボードの大きさからくる制約がある。文字盤上の収容漢字数を多

くすると索字に時間がかかり，漢字数が少いと入力したい漢字が盤面上に

見つからない確率が増えることとなる。このためこの方式は一般の使購

に適した方式ではない。

　漢字入力の第2の方式は，’キーボードからコードを入力してそれを漢字

に変換する方式（間接入力方式）である。この方式は，一般に広く生産され

ている西欧式英字キーボードを用いることができ，またそれによってタツ

チタイプ入力の可能性があり，一般の使用者にあまり負担のかからない効

率的入力を提供する。中国においてもこの方式が現在最も広く使用ざれて

いる。　　　　　　　　　　　　．

　この間接入力方式にも種々の方法があるが，漢字の音を入力する字音入

32
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

　力法とi．s、藻審の形を分解して入力する字形入力法との二つに大きく分ける

　ことがぎきる。中国く大陸）のピンイン入力法と台湾の注音字母法が字音入

　力法に属ぢ坤国伏閨の五筆字型入力法と台湾の倉頷法が字形入力法の

代表的なも9である・字形効法には・この他，台湾で開発された三角

　コード法および大易法，中国（大陸）で開発された筆形コ’－T’ド法，表形コー

　ド法］i筆画入力法，首尾法t，字元コード法J，など実に多くの方式があ

　る。ζれらの方法については，郊茂松11）および菅野琴8）に詳しい。

　　漢字入力の第3のアプロ〒チとして，漢字を人の声によって入力する音

声入蝋・⇔ナや・CR・’（光学的文字読取り蜘によって字形を入力する

　方法があり，これ、らはパターン認識による方式と呼ばれる。これらはかな

　り以前より期待されている方式であるが，なお実験段階である。印刷され

1た瀞の゜CR入力でさえ・輌の多い複雑な灘の誤認率が高いのが現

｝状でありsl’手書き漢字のOCR入力に至っては，郵便番号のように種類を

｛限定しない限り，その実用化は当分先になるであろう。

巴上の灘入力法のうち，一般のコンピュー。使用者に最も不胤やす

1　v’方式は・’2翻に述べ燗接入力方式であり，その代表的妨法である

　五筆字型入力法とピンイン入力法について，次に詳しく見てみよう。’：

，　　　　　　　　　2．3五筆字型入力法

　五筆字型入力法9）－11）は，王永民が1983年に完成させた漢字の間接入力

法（　1’　a’　’・’入歳湊・変換す・方法）であり，現在掴のワープ。に多く採

　用されている入力方法である。王礪入力法ともいう。

　（1）字　根

　五筆字形入力法では，灘を報によって分鰐る．報老媒灘を
字形上がら・分解したとぎの基本要素（あ・いは醐のa’一とであり沖国で

は醐・搬ともいう．たとえeat倍」という灘をとると，「立」と

　　　　　　　　　　　　　　一7－　　　　　　　　　　　　33



ξ・　図ゴ・遠麹入癖禄⊇ドetお誇キ嘉字根渋趨画字根δ配置蹴

！’1”i｛一

翼

　　　

　　パ出所）察茉波編r竜脳双字輸人的方法技巧与洲族」より引用’

「日」．が字根である6，　　．　一…　　　　：　　　　　　　tt”　一

　この字根をさらに分解すれば，「一」あるいは臼」のような筆酢な

る。筆画の書き順が筆順である。

五鮮型入力法では湊の輌を横（一），劇1）臓’（ノ），捺

（N・），折（乙）の5種に分類し，これらを使用頻度の順にユ，2，3・富5

の番号を付ける。

　字根には600以上あるが，そのうち漢字の組立能力が大きいものおよび

日常中国語で使用頻度の高いものを136種選び；これを基本字根（または優

先字根ともいう）とする。この基本字根を起筆（書き出しの筆画）により五つに

分類し，それらをそれぞれ西欧式英字キーボードの・1区に対応させる・区

番号は起筆（第1筆）の筆画の番号とする（土記，1セ5）。

　次に各区の字根をその特徴によってさらに五つの位に分け，その番号を

1，2，3，4，5とする。こうして約130種の字根を5区合せて25の位｛：分

類レ，，これをキr－一一ボードのアルファベット・（26文字＊））に割り当てる・各区中

の位番号1から5をキーボー・ドの中側から両端に放射状に配置する（剛。

すなわち1区1位のキー番号を！1，1区2位のキー番号は12，似下嚇
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　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）
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偶所）図1に同じ

に，：5・区5位のキー番号55とする。だとえば第1区（横）内の1工，12，13，

14，15は，〒それぞれG，F，、．D，　S，．Aのキーに割り当てる。これは字根

の使用頻度の高い順に，人差し指，中指，薬指，小指を担当させ，タッチ

タイプを考慮した配置となうている。’　　L

　＊）実際にはA～Yまで25文字を使い，Zは別の用途に用いる。

同一のキーには数個の基本字根が割り当てられるが，それらは共通の特

徴をもつものの集合となっている（図2）。たとえばFキー上には，土，士，

二，干，牛，十，寸，雨の八っの字根がある。このうち，・土・が薙名字

楓“二”は筆画字根である．がt’これらと字根．“干・は，横の筆数が2で

あり，Fキーの位番号と丁致しでいる。また字根・土・，・士・，・十・，

’‘’寸”，“雨”の第2筆はみな「たて
竪」であり＊），「竪」の区番号は2であり，

これもFキーの位番号2と一致する。字根“tl・一　・’は，その起筆は竪である

が，その形が字根“干”と似ているため，これを同一のFキーに割り当て

ている。

　＊）中国の筆順は，日本の場合と異なるものがある。

（2）・字　型

字根のみでは，「PA］と「則，あるいは「ts」と「旭」のように洞一

　　　　　　　　　　　　　一．9「‘　　　　　　　　　　　　　　　35



　’t、t～，　i．　　、　　“ぺ’11『．’．

の字根から鱒湊鰹賑鯵Wこれら・を区別す硅めに4の「字

摯錫難鑑欝蘇蕪論め麟二轟
種の字型．（左螂上下型，齢型）に鍋る劇・　　　、L，
　また，，一つのキーに複数の基本字根が割り当てられる結果，異t41る漢字

が同r±一ド（重・㊦になる場今力ζ出繋る・たとえば「沐」と［酒」

でぱ蜘の報は閨（1キナで共通で劫・一右側の報「枇
「西」も同一のSキー（区位番号一14）となる。そこで；このような場今は末筆

画の情報を加えて，両者を区別する。　　　　、

　漢字の末筆画番号（IN5）・と字型番号（11－－3）を組合せて，≡つの識別番

号を作り，末筆字型交差識別コr・一ド（表2）あるいは単に識別コードと呼

び，．字根の数が4に満たない漢字のときにこれを追加する。．

　　　　　　　　　　’表1漢字の3種の字型構造

、，逗澱ま、畠　　・・

，1’1　は’ざぺ1　　－L一

’－ e　）：’　　：＿t

字型番号 ・字・　型 　字　　例

A

・左右 双到険多吉　　　1

、2 上下 字実花型
3

’

．雑合 困司同迭凶

表栖　朱1筆画，字型交差識別コード表

審奪毎・翌≦漫縛膓・竪2

－：　’　、　、　　　丁　1へ　＾　　　h

　摂二趨塁寧雲一捺4

；∀言．　ミ、・ll．　’、

　　　トパ　アロ　ジ　　びぶ　　　　　　ニ
「・一・ゴ・・㌦二罫きゴーi．””’　」

涜鷲ぷ≡
ププ主，．ヱギ　t　二，ま．h’　r　’ヤr：

64cP
’

’・

ヨ　慧，＝ 差看11 上下2 雑合3

蝦横ユ
　　’

三・11ぴ 12F 三13D　’

ジ竪2
・・ 21H芦’ 22J 23K

．・ 撤鞍

　
，
a
1
T
一
寸 32R 33E

量
焦
ご
捺
4
－
“
「
‥
，
v
　
♪

42U 431

　　折5丁　ザ1　　． 　　51N’　　　、　　　　　　　　　　」’ 52B 53V
1．三’ヨ♂・ ・㌧’　署　　r↓．言
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

　　　　　　カ

　　①キニ名漢字の入力

｛膓1；㌶鷲：；㌫璽㌶曉翼た欝認駿霧
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イペ　　　コ
エ

｝る・’一　　　　　了　：一　・　t
‘　：王を土∨夫ラ’木工　’　‘1“L．で『’；㌧二1㌧’∴・率已㌧一

　　目、巨七　田山t”1戸へ・Zぷ　「；’渡ざ～；㌃ゴ荘’1㌍ミ盲き1’：　，’“

　　’茉一甘月人金　∵『二σ∀三二・だ’一一志1－’

　　害：遥鍍泌火乏垣嬉烈：・　／：　　r…　　「一　ハ　饗

　　芭子三女又多　　　　　学・・3L・・一”　　…　f｝lt
i　　　　　：’　’　；　　　　　　・　　　．．、．／．　’1　：・：　≡集、．　　　　・，　　　　＿．，．・　。，　’

｝す1；忽；襟蕊臓で14回鞭て押
｝王鍋G・　・．1，．冷、±・こ，1巳鴻…・填≡，。t：

｝　大：・・PDD，D、　・．’，t㍉・。口…一，．，三・i　”；’

；甲；LLLL　　　　tt　、．一　む
｛と瀞頑《ミ∴・．㌻㌻・・：’：t，，；t　　，、　　．－t

｛．，；／tt．∵㌧∴｝C；暮1’三涜た導攣㍉罪・

；　，．名起筆茨竺㌧憲：主蕊：一・蕊慕

1石・石　・一一一　ノ・－L－・惑○箔灘ミ辮詩

｛　D　G　T－G　　　：パ・パ
1　　　　　　　　　－・・一　　　　　　　　．37’
t

E



．

’

　　　　・　　　　　　　　　　　　　　’擬］
　・1　．　　L　　　　　・∪三」・・　　　　　　　　　　　　　　　　　三蓑言

　干、干　一　一／／1　　　　・．，・．’　1　i－：！1－

　　　　F　　　　G　　　　G　　　　H　　　　　　，・、　　　fg：、11、、　“」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］f：へ、　雨：雨，・　　’・”一’　　、1、・弥・＼∵t；t　…・

　　　F　　　G　　　H　　　Y　　　．　　　　　㍉∴，1

　木：木　　一　　1　　－・　　　　　　　　　　○、
　　　　S　　　　G　　　H　　　Y

　「：「　　一　　ノ
　　　　D　　　　G　　　　T　　　　Sp（Spはスペースキー）　　　　　、．ビ

のように入力する。　　　　　　　　　　L　　．　　　　　1，玲

　ただ一つの筆画からなる成字字根は，以下のように，Lを2回付｝技・

　　キー名

　　G

乙：乙

　　N

第1筆

G　　　　L

乙

N　　　　L

’L　「

L

③　キー外漢字の入力　　　　　　　　　　　　　’　　　三
　キ＿名漢字と成字字根以外の漢字は，全てキー上にはない。これ勘字

が量的には最も多いが，その入力は以下の規則によって行う。

　4個以上の字根からなる漢字は，筆順により，第1，第2，第3と最後の

字根キつ組A・ttで入加，媚に足りない字根からな纈字は一？の字

型劇コ・，：一　，Fを補う．報への艦のJl頂序はtt大きいものを働す‖・な

おここで字根の入力順序は，漢字の筆順に従って，「左を先に右を後に

畢先｝・下を後に概を先に内を後1こ」の順とする…

　以下にいくつか例を示す。

　　給：多人一口　　副：一口田ll
　　　　XWGK　　　　IG．－KLJ
　　容fh八，A口’　　　磨：戸木木石

　　　　PWWK　　　YSSD　　　　　’
　e8ト　　　　　、　　　　　－12、一

、

f
硬



Σ
ヒ
」

中国語情報処理における入力法（猪平）

同跡可康・ロ　　ー・　双：9又

一㌻，・MG，fKD　　　　　　ICY（orSp）一
　　。繊。翌字型番。緬番号里離号

④簡易入力

中国語の漢字数は非常に多いが，しかしそのうち常用漢字は1000～2000

字といわれる。そこで使用頻度の高い常用漢字の入力を簡易化できれば，

入力速度を大きく改善できるであろう。このような考えから五筆字型入力

法割‡∫：，常用漢字の入力を一つ，二つあるいは三つのキーのみで行える簡

易コードを設けている。このとき本来の入力キー列を全コーrドと呼ぶ。簡

易コペドには“級二級，三級の3種がある。

　　　｝’・Vt＼

〈一’級簡易・1“ド〉

一級簡易コードは最も使用頻度の高い字のコードであり，25個の英字

キーにそれぞれ一つずつ割り当てる。その25文字とその簡易コードのア

ルファNットを以下に示す。

’－ 1：G　地ごF　在：D’　要：S　工：A
　一上：：H∵　是：・J　　中：K　　国：L　　同：M．

一 和’IT一　的：R　有：E　人：W　我、：Q

　主：・　Y・iL声：‘U　　不：1　　カ：O　　遠：P

　民：N；了：B　友：V、　以：C　鐙：X
上記25文字の入力は，アルファベット1文字を打った後，スペース

キーを1恒押すのみでょい。

これらの簡易コードは，その大部分は各漢字の全コードの最初の1文字

からとられているが，以下の七つの漢字については必ずしもそうでなく，

また全コードの中に簡易コードのアルファベッドが存在しないものもあ

る。　　㍉

一 13一
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　　全コード

有：DEF

我：TRNT

不：NYWY
カ：YLYI

霊易iニド：＿遠，祐ド㌘㌣i睾

Q｛iL・e　　t　－．，　友：NT，CY’”“　　V㌧

C　　　　　以：NYWY　　C
O

・「：t

　〈二級簡易コード〉　　　　　・　　　　tt　・　　　　　、

　二級簡易コー’ドは，漢字の全コードのうち前二つのアルファベッ！随取

り出したものである。つまりその漢字の筆順にそって前から二つの字根を

とることに相当する。“r

　25個のキーにおいて，二つの英字の組合せは25×25＝625通りあるが，

漢字の存在しないコードあるいは組合せた漢字で常用しないものがあるた

め，実際には588個の漢字に対して表3に示す二級簡易コー・一・’ドが設定され

ている。’　　　　tt　　　’へ　　、一，；’　・　一　、　」・　　　｛1パー

　二級簡易コ‘ドをもつ漢字の入力は，まず対応する全コードの前二つの

アルファベットを打ち，その後スペースキーを1回押せばよい。’六’

　たとえば“明1，という字は，二つの字根“日”と“月”から成り，この

字根のキーは，，JどEである。．このような二つの字根の漢字は，体来，一

つの識別子を追加しなければならないが，1．二級簡易ロードをもつ漢字であ

るため，J，　Eとスペースキーで入力が完了する。また∫‘胆”匂Xう字は，

三つの字根“月’1，‘f日”そしてεL”から成るが，二級簡易コrドをもつ

漢字であるため，・その入力においては，字根∵一・！のコードと糎”め字

の識別コードを考慮する必要がなく，E，　Jとスペースキーを打つだけで

よい。さちに．‘瞳”の字は，四つの字根∫醤’；，“立”，伯”および・！’土

から成るが・’二級簡易コードをも？た）bジ前から二つの字根のキヨ，U

とスペ→スSF，・rを打ヱば，・入力できる乙とになる。；”，／’　　　己

40
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　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

”・表3　五筆字型入力法の二級簡易コード表

　　・－tt　；．il’t／’一

三i，1’°’一’一…15

　　　GFDSA’
11G・五予天末升

、12F［二寺城霜栽

1．3D　三奈大斤左

14S二本村枯林械

ユ5A　七革基苛式

．・．，21H　晴睦　町虎

2旦　量吋農果虹一

23K‘ 呈叶順呆冴
1

24ピ’牢軒因困

25M　同財央朶曲

31T　生行知条矢

32R　后持拓打我

33E　且肝　采肛

34W　全会佑休代
．35Q，　　　　銭針然4コ「氏

41Y　主汁庚汀度

41U．国半美来井
431” 注法尖酒江

440　」k杜英灯煤

45P　定守害宇寛

51N　杯尋居　民

52B　ヱ麻承阿除

53V　嬢尋姑奈段

54C　　対参　斌

55X竣拮頃虹

2丁・・●・：・…　25　　’31・…　．・…　35　　41・●・・・・…　45　　51・…　．・．・．55

HJK’LM　TR毛wQ　YUIOP　；NBvCX
下理事画現　攻珠表珍列　玉平不来　　与屯妻到互

宜遊吉跡南　オ垢坂夫元　攻増示赤辻　志地雪支

羊百右房面　帯原胡春克　太磁砂友辻　成願埠友尤

相査可拐机　格析扱栓杓　米祥梢茶椋　楊李要枚槽

牙刻或功貢　攻匠菜共区　芳燕末　芝　世市切芭菊

止旧占面貞　睡　肯具餐　眩瞳歩ec暗・．声．眼皮此

早昌蝿曙遇　昨娘明蛤晩　景暗晃旦畢　屯最旧緊昆

中量昌男員　呼所吸只史　癖喘砂　喧　叫呵邸杷喝

四棍加男軸　力斬胃亦夢　問較　　辺　思　軌軽累

由則　耕冊　几販骨内夙・凡贈蛸　迫　書郎　夙1

赴得各各向　篭物秀答称　人科秒秋管　秘季委ゑ第

年提拓押抽　手折拐失換　打拉朱接近　所扱N反批

　胆肺肋肌　用遥朋股胸　及肢腫　受　恩服妥肥脂

介介保佃仙　作伯伍杁休　信伯僕侠　　化他分公化

外旬名旬負・．几鉄角欠多　久勾康炎錠　包凶争色

辻刻洲力高　放訴衣杁叉　方悦就変辻　妃寓良充率

姑阿部曽商　声辮前閃交　六立泳普帝　決聞牧湾北

小注藻漸没一少泊肖共光　注洋永淡学　沁池当汲液

粘娘煩畑畑　蜂但粗粉炮　米料妙炎迷　断粁委燈

寂宙宮宰宙　客実家空宛　社安宵実之　官字安　官

牧慢避斯届　必泊　愉憺　心刀梢』麺比1恒敢恨怪尼

耽阻取陣出　降孤阻臥隠　防朕弥歌迂　也子限取陛

　旭如舅　　九丁妬　婚　妨嫌景艮巡　刀好拍娼栂

　　台功親一臭牟能雅允　荘　　駝．隅邪限双

引旨強』田姻、張綿級箏釣　幼弱紗継綜　妃弛録経比

（出所）図1に同じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．：、

〈三級簡易ゴード〉、　’▼　　’　　　　　　　口’」；　こ　㌢　’

三級簡易ゴ仙ドは三つのキこの組合せからな坑この．Ui＝ドを・もつ漢字

　　　　　　　　　　　　　　一15－　　　　　　　　　　　　　　　41



の入力は，全コードのうち前三っの英字キー・を打った後，スペースキーを

鷲濯灘欝ら慧潔欝慧1識別コ司
　三級簡易コードをもつ漢字は2211あり，中国GB第一級漢字3755のう

ち大部分を勘る・また全コード’pt・3文字の灘（その大紛は字蜘が

617あるため，三つの英字キrとrつのスペースキーで入力できる漢字数

は2828となる。英字キーを4回打つ必要のある漢字は，残：り800余となる

が・・れらの灘の大多数は比醐醐されない・このζとから・三級簡

易コー1ドの湊を覚詩≧と醸いSカ＜：静あまり師しない麟出

会っ・たときのみ英字キー数4の全コ⊂ドを入力レその他は三級簡易コー

ドの漢字の入力方法を用いれば，入力速度を高めることができるわげであ

る・11、　”．、：。二・t

　⑤単語単位の入力t・t’　　一い．パ∴　　．1　　　冠

五筆字型入力法で迦？埠高寧：亘．1’さ蝉語単噸簡易

コードを設定して吟る。、　　1，，／、ご，；、，．○，1，／　　，ご．－s，．　il，，i、1．

　まず二字単語は，・各字ごとに筆順の順にそれぞれ二つの字根をとる・た

とえば，

　　操作、・ギ・イト　牌・盲＋竹且
　　　　　R、KW．T　　　　、Y，FT．H

　　汲字：￥h又”L’子・　吋同：日寸口日

　　　　　I　CPB　　　　　　J　FU，J
　次に三字単語ぱ，・前の2字からそれぞれ二っ1最後の1字から二つの字

根をとる。たとえば，

　　操作員：才イロ貝　　汁算机：言竹木几、

　　　　　　RWKM　　　　YTSM
　そ、して四字単語は，各字ごとに第1の字根をとる。たとえば，1”　1

　42　　　　　　　　　　　　　　－16一



　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

丁遷纏編砲：宇・：戯多’石・▽・∴tt’・．・　　　，一・　tL　H’・

　　　　‘．：．三養IP　X　D　メ（tt　tt　tt、　　　．・：：一　三、、，

1，、五筆亭型：’五竹t’”－　　　　　　　　　　　tt’　’tt．。、　　，i，．

　　　　　　G　TP　S
　　バw・1・　　・　　　　　　　＼　　　・1パξ三・｝”1　’・1　；．t．t　”“1バ’三コ・’・

最後に五字以上の単語は，ll第1，第蕎鑑β事よが最後蔭嬢審㊧第。1字根

をとる忌左とえば，　　　・　・．・　一　’：∴；い　巨こし、三・暮吉一・一◎㌻．

　亀子汁算机：日子言木　　　　　　　『‘　－　t’t塾首い・‘ミ’”

　日1：「，　；i　｝　J　B　Y　S，　　　．㌔㌔　　　1）・，ξ・．亭品こξ．≦三湊，

一算鵬繊木：吾襟’∴㌫鷺ζ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　’　．・↓　，1　・t　：≒・｝；－s

⑥Z処理
アルファベット26文字のうち，Zキーは・“ワイルドカーr・．ド”として使

用するe・すなわち入力しようとする漢字の字根が確定しにくいとぎ，Z

キーを押す。・

たとえば，“敬”の字における字根は，fP’“’1’勺口文”となり，通常“AQ

KN”で入力するが，その2番目の字根のキーがわかりにくいとき，“A

ZKN”と打でば“敬”・の入力が可能となる。’　　　　　　　一　　　．

この五筆字型入力法では，．．上述の一級および二級簡易コ声ドの漢字を練

習によって記憶すれば，さらに入力が速くなる。　　　．・　　・　∴tt，

　　　　　　　　　2・4ピカン劫法，㌧ぽ、計

　（1う声母と韻母　　　　　　　　　・∵’　一’≧『’

中国では，1958年2月に，中国語の音をローマ字で表記する「漢語排音

方案」が全国人民代表大会で承認された。これは中国語の溌音を統示じ，

北京語を基にじた・「普通話（標準諭」の普及を鱗かる；ご芭を目的としたも

のである呑1＾1976年以降，中国政府はこの「耕音「（ピンイ功」を小学校の基

一 17一
43



礎教育に取り入れた。この結果，地方の若い人々り場合，‘地元や同郷φ

人々とは方言を話していても，他の地方の人々：とは「普通話」で会話でき

るようになりつつある。

　ピンイン表記では，中国漢字の音が，声，韻，調の三大要素で確定され

る：一つの漢字には一つの音節が対応する。各音節は二つめ韻母もじ《は

一
つの声母と一つの韻母を組合せたものから成り，またこれに加えそ一つ

の声調がある。

　声母とは音節の先頭に来る子音のことであり，韻母とは音節中の声母を

除いた部分をいい，広義の母音といえる二申国語の声母はプ下に示す21

種あり，韻母は36種ある。

　　声母表：bpmf　dtnl
　　　　　　gk　h　　　jq　x

　　　　　　zh　dh　sh　r　　　z　　c　’s

　　韻母表：d　o∴e　ai　d・i’　，，‘ao　・ou　an　en　ang　en80ng

　　　　　　i　　ia　　ie　　iaO　　iou　　ian　　in　　iang　　ing　iong

　　　　・’T－　　u　．ua　uO　uai　uei「・Uan、　uen　Uang　Ueng　　　　　’・

　　　　　　ti　tUe　，　Ua．n　　Un　　　　erT　　　　　　　　「　　．　　・　＾

韻母が広義の母音というわけば，’上記のように韻母1ゴは純粋な母音（al・・

6，i，　u，’6）の他に，　nやngで終る一ltのも含むからである。・

　声調には，一声，二声，三声，四声の四つがあるにれに軽声を加溺と五

つ）。

　声母と韻母の組合せにより発生する音節は4i7あり，声母，韻母，声調

の組合せにより発生する音節は1330ある。　　　　・デ　　　三：∪’1’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．」

．（2）t．入t力｛法＿、，1．、∴∴1：　ノ・：t1．1㍉　t”’　／’　”・一㍉　　・ぼ

・ピン似期法で1志・・26の英字ギ≒樵随用駅淋の音を瞬字

肋賑そ糠灘に変麟るが；・紘効鞍勘祉め賦つか嚇
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　　．‘．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

㊥で・全ぽシ・ピンイン入力法

ピ・イ・鰐をアルフ・べ・トでそのまま入力する籏16遠試灘

音がピンインで表記でき，・英文キ∠ボードのタ；ッチタイプに慣瀧だ使用者

にとgては亮特別新しい規則を記憶する必要がない売め；：・後述する同音語

の問題を除《と最も容易な方法といえる。蕊．漢字に1つり惑寸葵6回のキ÷入

力を要ずる訟長い音節をもつ漢字の全ピ以入力は打鍵数が多いため，やや

もどがtシい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　㌦三

　　三・｛・二5rl’”v－S　　t／　・，　t”・・：・L　　↓・∴∵‘己いr　　t　＿　，．

②圧縮ピンイ．シ入力法「・・，、　1”一　　一1．写｛tt”1：・”ご□・．’・せ’1：・、が・

一 ピン袷シ火力の打鍵数を少くするだめに紅二部の声母渥韻母権対じ誌叢

つ嚥輪時剛当℃嚇化賭も⑳麟癒騨認の繍法re’
は3回以乖のキデタ、ヅチで漢字11字が入力可酷産な籏☆言1・1主記担く1］∴卜

　　　　　　　表4圧縮ピンインの声母と韻母のキ“［恒一ミ”　’；

　　　　・．Ll；一’「」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　f蔑

　　　’“土C－一・・一ゼ・tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．’．．＿．V－、、～庁芦＿。。，＿．．、．1

　　　｝　　’三’　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ｛　’：●’い‥こ：．1・1；し「

　　Ji’gf：－1　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・－i’：．t　　三畢，　　t
　　，：二∴、＿．ド’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：」二LL・．一，：i’．二：一一：’・；・

　　　　　　1　．

たとえば「状」と・・sう字のピt）…t・…’eま声縦繍⊇ど「2kuang」蹄

回の打鍵を要するが；この圧縮法では「auh」．と’3回ですむ。・

この入力法は，中国製パソコン長城シリ→ズの「CCDOS漢字処理シス

テム」等でよ鞭枕ている．ま嫌述の撫、i。t。，h，のC垣。，S’。L、ng。age

田⑳ピ羅猷力灘お、いても一オ勲。ツ指定熊用可能（Ω節漣

ピ：ン5イツ キニ 　　　　　　一
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③双ピン・ピンイン入力法　　　　　　　一　　．　　　・、

中国漢字の音節は，すでに述べttように声母と韻母からなる。すなおち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴr｝t〕1
　音節＝（声母）十韻母

声母の括弧は，声母のない音節もあることを意味する。　　　　　；・‘／：

　したがって，声母および韻母を26個の英字キーボードに割りふること

によって，声母と韻母の2回のキー入力で1音節つまり漢字1字が入力で

きることになる。声母がなく韻母のみの漢字については“零声母”鱒÷を

用いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　双ピン・ピンイン入力法はこのような考えから，入力時の1番目の英字

を声母，2番目の英字を韻母として，その繰り返しで単漢字あるいは単

語を入力する方法である。声母と韻母のキーボード配列にはいろいろある

が，図3に，現在中国で比較的多く使われている漢字処理システムSUper－

CCDOS（香港金山公司製）の声母・韻母配列を示す。この配列ではe、または

oを零声母キーに用いる。t，．

　　　　　図3漢字処理システムSuper－CCDOS（香港金山公司製）の
　　　　　　　　声母・韻母キーボード配列（双ピン・ピンイン入力）

　図3のキーボごド配列を前提にすると，たとえば“中”の字のピンイン

・zh。ng・．は，：ff。y’rと打つのみでよい．また“安”のピンイン“・n”は韻

母のみであるので▲IL　：・1この一起きの入力ば∵‘efl’または“of”一となるb’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

・

（3）己熱語入・力法・r；T－’tt・　、，tt，、

畷診諮膓入力の効率を高めるために；・単語単位の入力の簡易化をはかる

方法φ糠ろOろ考え1られてい1る。以下にSuper－CCDOSの例を示す。

二字単語については，二つの字のピンインを全て入力する。たとえばt，

“中国1｛・という単語の場合，全ピン入力では“zhonguo”，2ピン入力では，

“aygOζ1・，と打込む・　　　　’　　　．－t　　　・．・　　　；．一，：．・．t：、．・）J．・

三字および四字以上の単語については1各漢字のピンイシの頭文字をと

る。たとえば，　　　　　　　・　　　　　　　　’　　　　　　Jt－”i言　f”

1’・IPt1学院蝸xue加頭）一・㎏y　　－，、　　∴・治螂議ラ

・奏
新加壊叙in　j　ia　po）　→．xjp　tt　　　　．．　　　　：　　1，・＼　，、；・’iへS、．し、、．；｛’t，、

とする。　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　㌻：’t／：：ぷ蕊”臼う｝

．

，∴＿3・照・i・i・・h・．t・よる噸罐鞭＿∴

　　　　　　　　　　3．1使用ソフトウェア

　　（1）World’Script　　　　　　・

　　MacintochのOSは，1992年10月からシステム7．1どなり・，　WOrld　Script

　と呼ぶ多言語対応のインターフェイスを装備するようになった。・このW．otld

　Scriptとは文字適り訳せば「世界文字」ということになるが，　World　Script

　Iでロhマン，ギリシャ，「キリル，そしてアラゼア，ヘブライ，タイなど

pの1バイト言語を，WOrld　Script皿で日本語，中国語，ハングルなどの・2

　バイト言語をサポートする．。このWorld　Scriptにより，　OSに大きな変更

　を加えることなくぶ複数の言語を同時に使用することが可能になり，従来

　の％ステム6までに存在し・た各国語版OS・（たとえば日本語版ps、は漢字掴k）、と

　アプリケーショitzの互換性の問題が減少し，英語以外の言語を使用すると

　きの汐ス芸ムの安定性が向土した。　　　　　　　　・・　　1

　　　　　　　　　　　　　　－21－　　　　　　　　　　　　　　47



　　　　　　　　　　　　　L－・l　f’

　とはいってもWorld　Scriptは，各国語の文字フォントやインプッ十メ

ソヅドで従来v、ロントエン、ドプロセ；ジサFEP泡呼んだゾフトにぼぼ相当）を含むわけ

ではなく；’それちとのイシタr．i7エイス・を提供するだけであるから洛国

個別の言語を処理するためにはそれぞれの言語モジュールと各アプリケー

ションが必要になる。現在このような言語モジュールとして，Apple社の

Japanese　Language　KitとChinese　Language　Kitがあり，将来Koreanお

よびArabicがリリースされる予定となっているが，これらのモジュールを

用いると，各国語にローカライズされたMac　OSを使うことなく，自分の母

国語の環境下でこれらの言語を使用することができる。すなわちChinese

Language　Kitを使うことにより，日本語版Mac　OSである漢字Talk　7の

下で中国語が入力できることになる。

（2）C垣・ese坤即・g・lijt

Chinese　L、ng。、9，　Kitは，　Simpli丘6d　Chi…eとT・aditi・n・I　Chi・eseの

二つのソフトウェアに分かれており，前者が中国（大陸）で使われている簡

体字と入力法からなる言語モジュール，後者が台湾で使用される繁体字と

入力法からなる言語モジュールである。

　簡体字版言語モジi一ル・（Simplined　Chinese）では，「五筆型」「五筆画」

「併音」「区位」．の四つの入力法が使用可能となっている。このうぢ「五筆

型」が2．1節で述べた五筆字型入力法，「排音」が2．2節の全ピン必洲

ン入力法傾境設定により圧縮ピンイン入力も可能），「区位」がGBコード入力法

を意味する6なお「五筆画小は，；2．3節で述べた漢字の5種の筆画すな

わち，横（“’），竪（1），撤・（ノ），捺（＼），折（乙）の番号1，］2，3，

4う’・5を数字キ”’一’（ニュLメリック・パッド）に割り当て，筆順に従って筆画番

号を最大5桁の数字で入力する方法である。その数値キ，一上の筆画の配置

一f　　　　　　　　　　　　　　　 ｛

を図4に示すよ．バ1’」1…∵　…∵○・　　；　T；：　t　　　・

　また繁体字版言語モジュール（Traditi。nal　Chinese）では，「大易」「半擁

　48’　　　　　　　　　　　　　－22一
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盤」「注音」「排音」「倉頴」の五つの入力法が選択できる。このうち「大

易」と丁倉韻］1が台湾でよく用いられている字形入力で，五筆字型入力の

よこう潅筆画と字根を用いた入力法ジ「半形鍵盤」が半角英数入力，1「注音」

と「耕音」が2．2節の全ピン・ピンイン入力に相当する字音入力法であ

る。　”L．、・　　　　　　　　　　：　　　　　　　、　1　　　　　　．　　　一

一方，漢字の出力に関しては，簡体字版モジュ、一ルには，表示用フォン’ト

としてBeijing（北京）ビット・マヅプフ、オツ’ト，印刷＆表示用フォントとし

てS・ng㈱：・F・ngS・・g（彷宋），、fOi’（楷体），H・i（黒体，〉，’の，4種のT，u。，Typ，

＆ビッ・トマップフォントがあり，後に示すように，tt非ポストスクリプトの

低価格レ“ザブリンタで非常にきれいな印刷ができる。また繁体字版モジ

ユールには，表示用のビッドマップブ矛ントとしてTaipei（台北），印刷お

よ蹴用のT…Typ・＆ビ・トマ・プフォントとしてApbi，　LiS。ng、Ligh，

（細宋体）・およびApP1・LiG・・hi・Medi。m・（中ゴ・。ク体）の2種力・付属し，

同様にアウトラインフオントによる美し於印刷が可能となっているe、｝，ただ

しζれらのうちTr．he　・TYPe　’一オントは，tいず九も一1書体につき6パ8メガバ

イ階のディスク容量を要するため；’・「シヌテムへのインストールに当っては

　　　　　　　　　　　　　一23－　　　　　　　　　　　　　　49



ハードディスクの空き容量を法分に確保すゐ必要がある。

　なお中国漢字の書体のうち，宋体が明治初年に日本に輸入され複製飽

て，今日日本で広く使用される明朝体となったといわれている。　・□

　（3）Nisus・Writerなどアプリケーション

　Macintoshで中国語を扱うためには，上記の言語モジュール（Chinese・Lan－

guage　Kt）に加えて，　World、Scriptに対応したアプリケーション・ソフト，

たとえばマルチリンガル対応のエディタやワープロを用意する必要があ

る。ここでは二つのエディタと一つのワープ白を試用しt：結果を簡単にま

とめておく。　　、　　　　　　　　　　　＾

①Teach　Text　Simpli6ed　Chinese　　　　　　　　　　　　　ミ

　これは従来よりMacintoshに付属している簡易テキストエディタTeach

Textの中国語版（簡体字版）である。1繁体字としてTeacbText　TraditiOlal

Chineseもある。・スァイル（文件）ど編集の機能しかないため，中国語入力

はできるが，作成した中国語テキストに対してフォントの変更ができず，

True　Typeフォントによる美しい印刷ができない＊’）Sビットマヅプフオン

トBeilingによるギザギザのある印刷ならば可能である。’　　　　x
　また中国語と英語の混在したテキストは作成できるが，これに日本語を

混在させることができず，真のマルチリンガルエディタとはいえない。’

　　＊）L・：tcだ，このTeach　Text　Sirpplified，Chines．eでとりあえず中国語文を入力し，％れ

　　　を別の英文ワプ・（たとえばMS－WORI）など）に・ピー＆ペーストをして，フ

　　　ォントを変更するという手がある。

　②・・MBRText　tt　t　　　　　・．　．、　　’．　’　　・

，tこれは，　NIFTY・Serveの外国語フォーラムなどで入手できるフリーウエ

アのテキズヤエデ、4憂（“Masatb：Ando／マ7ボー（ブー作）・である。1マルチリンガル

対応のため，同t文書内に中国語’、日本語許英語の混在が可能であり」・　True

50
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

Typピブォントを選択し，フォント1のサイズ，スタイルなどの変更もでき，

中国語㌢キズトをアウトラインラォントによりきれいに印刷することがで

文書サイズに32KBの制限があるため長文のテキストは扱えないこと，

行間隔の変更ができないこと等問題もあるが，・次に述べるNiSus　Writ¢f

などの製品を所有していないときに利用すると役に立つ。　　tt’　　T

　③Nisus　Writer

　Nisusというのは，本来米国で開発された英文ワープロであるが，その

日本語版はSolo　Writerという名；で日本語ワープロとして販売され，豊富

な機能と軽快な動作により，プロの編集者などに愛屠されてきた。ユ994年

末にバージョンァップしてNisus　Writerと名称も本卦帰りをした。　Macin－

tosh∀上で動くマルチリンガルワープロ（Wodd　Script対応）としては，現在

Wbrd［Pe浪ctと並んで最も機能が充実している。

ただじ普及版のNisus　Writerは日本語と英語に対応しているにすぎず，

こ，れを中国語やハングルなどの言語に対応させるには，Language　I（ey（一

種のコネクタ）を別途購入し，キーボードとマウスの間もしくはキーボード

と本体の間のADBポートに接続しなければならない。つまりLanguage　Key

により「　Nisus　Writerは，ハードウェァプロテクトがかかっている。

このNisus　WriterをATOK　8やことえりなどの日本語入力メソッド，お

よびChihese‘L・・g・・g・K・と組合せるこ・とにより，中国語，日本語，英語の

テキストを“うの書類の中に容易に混在させるごとができ，．しかもNis’us

の豊富なワープロ機能を利用できる。現在のとごろ1晦ξ透マ）レチリンガル

ワ＼プロとしてはこれが最も良い選択であろう。　　　t　’・　”t・・1：・1

その試用結果を次鰍ご述ぺる∴一’sダ∵．、　　，．ヤ　　i　’：　、、．．・．

　　　　　　　　　　　　　　　　ニザ　て　　　　　　　　モ　　　　　　せ　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　　　i　　　　　　　　，．＿癒汕浄湊箋抽9・｛1ぶ’i・

　　　　　　　　　　　　　－25－　　　　　　　　　　　　　　　　51



　11t’t　　’．．．k　t．t　　　　　ttr’．い

≧三，∴．∴∵β21試卑き∵∵議1；

　Chinese’Language　Kitの簡体字版モジュールを用いて，簡単な中国語の

文を作成した例を図5に示す。・ここではNiOus　Writerの一つの文書内に中

国語r，／日本語および英語のテキストを混在ざせている。このような多言語

のテキスト入力は，以前は高性能ワークステーション上17）でしか実現でき

なかった機能である。

　（1）　中国語の入力

”1 i中国語インプットメソッドとしては，簡体字版S・implified　Chine’seにあ

る五筆型（五筆字型入力うと排音・（ピンイン入力）を使用レた。その試用結果を

以下に述べる。’　”　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・

　まず五筆字型入力法の最大の利点は同音字がないことである。このため

ルールやコードが習得されていれば，この方法は，ゼンイン入力のま騨

多数の同音字の中から目的の漢字を選択する必要がないため，比較的速い

入力が可能である。これがジ現在中国でこの入力法が人気の高い18）理由の

・’t　　’t一㌶‘‘1図5・・NisusWriter上に作成した中国語，・日本語’

　　　　　　　　　　および英語の混在テキストの例　　　　一、　　　　　パ

　　　　　○

　　　　　　
　　　　　　

・・

　h’・11’ジ、4i・　“A

こt嘗　’　　「t－一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

一っであろう6：．またこの方法は発音のわからない漢字でも辞書を引くこと

聾麟嬢桑型垣が銅・1このためピンインが正確にわからない人，

繊灘巖識嚇ひ々や外駆1三も使える1ま縛門のタイピス

トが他汰の書いた原稿をタイプする（コピ7タイプ）という場合にこの五筆

字型入力法は最も効果を発揮するといえる。

　レかしながら漢字をその筆画と字根に分解してコード化するルールを覚

えるのに時間がかかること，また一旦そのルールを習得した後にも，実際

の入力時に一つの漢字の分解を瞬間的に決定するのが難しいという問題は

残る。ただ使用頻度の高い常用漢字約700については，一級～二級簡易

コードを与えてこれを記憶することで，この瞬間的な決定の手間を省いて

おり，それによってブラインド・タッチ・タイプを可能にしている。

　ピンイン入力は，五筆字型入力のような特別なルールやコードを覚える

必要勉ぐ・QWERTYキーボードのア・レフアベ・トキーで入力が可能で

あるから，当初はタッチ・タイプによる快速な入力も期待した。しかレ結

論からいうと，Chinese　Language　Kitのピンイン入力の使い勝手はあまり

良くない。

それはこのピンイン入力が音節単位；つまり漢字単位の変換を基礎にし

ているため，入力したピンインに対し，極めて多数の同音字が発生し，そ

の選択のための時間がかかるからである。声調を入力すると同音字の数は

確かに減少する（i14以下になるものもある）が，必ずしも声調を正しく記憶し

ていない場合は入力できないし，また正しく記憶している場合でも音節の

後へ声調の数字を入力することはめんどうである。タッチタイプの上から

も・離れた位置の数字キーの使用はわずらわしい。

このような単漢字変換の欠点を補い，ピンイン入力の効率を改善するた

めにこのIChinese　Language／．Kitでは「連想」，機能をサポートしている。

この「連想上は，≒≒つの漢字に対するピンインを入力し，、目的の漢字を

選択した後，確定する前に、，続けてスペースキーを押すと，その漢字から
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図6Chinese’　LangUage　’Kitピンイン入力における連想機能
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連想される単語や熟語をポップアップウィンドウに表示させる機能であ

る。たとえば“新”という漢字の場合にこの連想機能を用いると，図6に

示すように，

　　近，生，團氾者，陶，式，穎，型，隼，弔

　　婚，郎，娘，彊，春，共，夙，隼社，声品

等の派生語が得られる。そこでたとえば「婚」を選ぶと，次に「婚」で連

想される字が画面に表示されるという具合に，次々に連想される字が続

く。

　この「連想」は，単漢字変換しかできないピンイン入力では確かに使い

やすい機能であり，入力効率の改善にも効果がある。しかし選択の操作が

加わるので1ブラインド・タッチ・タイプが中断されるマイナスもある。

　2．4節で述べた圧縮ピンイン法が，このSimplified　ChineseモジユW
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

に撤樋ぱ；鏑餅入力（hqlfpinyin）という名称で使用できる（オプション指

定1鵠馴ξなづでいる。この簡耕は，Chinese　Language　Kitでは同音字の

問懸力沃きいために本質的な入力の改善に結びつ・くようには思われない

漉淑鍵数が音節によってぱ約半分に減少するため，ピンイン→漢字変換

の的中率が高くなれば，確かに威力を発揮すると思われる。

まだこの他，便利な機能どし，1’発音が正確にわからない漢字をピンイ

ン入力するときには，頭文字でも記憶していれば，そのピンイン入力のみ

で候補漢字を表示させて選択できるあいまい入力機能がある。しかし全く

ピンインが不明の漢字については，部首索引で中日辞典や新華辞典を引き

そのピンインかGBコードを調べて入力するしかない。

　（2）中国語の出力

Chinese・Language　Kitの簡体字モジュールに含まれるTrue　Typeフォン

ト4種をNisus　Writerで用いて，非ポストスク1）プト型レーザプリンタで

出力した例を，図7に示す。フォントは，Song（宋体），　Hei（黒体），　Kai

（楷体）およびFang（彷宋体）の4種である。

使用したハードウェア環境は，本体がMacintosh　Quadra　800（メモリ24

MB・ハ÷ドディスク240　MB），プリンタがパーソナルレーザライタLSであ

る。このように比較的低価格のレーザプリンタ（300dpi）でも短時間で十分

きれぴな由国語出力が得られており，出力に関しては満足する結果が得ら

れた。　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　・・．・　．、

　。．、．，詩．、．r　．4・考　，察

　　　　　”’、．．無熟頬塗1摩熟鷹∴、：∴鷺

滑蒸の貌で提発展した即かな漢字変換方式ヨきの環境下で情報処理を行づ
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・「パ　　tt－11　　図虜滴体学守r亘e・丁沁eフォント・（4書体）の出力結果三痴畷二

へ　畠k

’
）’t’，

　

　

・Lf’

ている私たちが；L中国における漢字の入力法，とりわけ字形入力法を目に

したときの反応は，たどえば次のようなものであろう。．一、

　「・…1・このような方法の研究は，⊥基本的には一回性の，’次の発展を妙

　たきわめて消耗的な技術である。」19）　　　　　　　　　　　　’：

　しかしそれぞれの国の技術は，とくに自然言語処理のようにその国の文

化と強い結びつきをもつ場合・固有の発展段階を有するのであり，仮にそ

の技術が後に別の技術に置き換えられる結果となっても，最初の技術が全

く輪味であったこ⊆に照警煕竪ゑ三、，＿、

　中国語が日本語と大きく異なるのば，中国語の表記法には日本語の「か

な」1に相当する音声の文字が存在じな瞭遜とである。ごのことが，日本語
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

に比べ紳国語の情報処理をとくにその入力を困難なものにしている。現

代中国において「ピンイン入力法1が必ずしも受け入れられず，「五筆字

型入力法⊥に代表される字形入力法が幾通りも提案されてきた理由の一つ

は，おそらくここにある。

　そじて五筆字型入力や台湾で使用される倉頷などの字形入力法は，見か

けの取り付きにくさ，とくに記憶しなければならないルールやコードの多

さにもかかわらず，現代中国のコンピュータ環境の下では最も効率的な入

力法とも考えられる。それは，五筆字型入力法は，．2章で示した通り，元

来は一つの漢字を筆画や字根によって分解することに基礎を置いているの

ではあるが，一級～三級簡易コードの設定によって，これらのコードや

ルールをひとたび習得「した使用者にとbては，常用語の多くを2打鍵ない

し3打鍵で入力できる記憶コード方式20）（日本ではこれを・連想・5）．コ＿ドーとも呼

ぶ）とほぼ等価になるからである。この記憶コード方式は，日本で山田尚勇

（東献学）らによって詳しく研究されたように、英語のタヅヂタイプの訓

練時間（約400時間）と同じ時間の習熟訓練のあとでは，かな漢字変換より

も効率的な入力が可能であり，また1日数時間の作業を毎日続けても疲れ

ることが少いといわれている21）。　　　　’．

すなわち漢字の効率的な入力という視点から見ると，同音字の問題がな

い五筆字型入力は，ピンイン入力よりもタッチタイプを実現しやすい方法

ともいえるのである。

とはいえこれまでの中国のコンピュ’－tタ環境では，漢字の入力に対し，

｛大量のメモリを要する辞書や凝ったソフトヴェァの開発よりも比較的コス

トのかがらない簡易な方式のものが好まれる傾向のあったことは否めな

｝い。しかし今後の中国のハードウェアの進歩（LSIメモリの価格低下など｝やソ

iアトウェア技術の向上に伴いiLそれは変化しでいくであろう。i、日本の「か

｛撒蜘端当拓「ピンイ・以力」・が掴でも将来主流の斌とな

｝るがどう制ま同音字の問題がいかに解決できる・かにががっている。い・

i
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　またLiu　7）や菅野8）もすでに指摘しているように’，　t字形入力と字音勅2

の補完的関係どいう”tとがある。読みのわからない漢字を入力しよ鍵オ

る場合，；t・ui°シイン入力だけでは；’．辞書だよってその字のピンインある紺

区位コードを調べなければならないが，字形入力がサポートされているな

らば，使用者は筆画によっていわば電子辞書を引くようにしてその灘を

入力できる。’このようなピンイン入力の補完として字形入力を使用するな

ら，筆画のみ入力すればよくルールの簡単な五筆画入力（図4）の方が，．五

筆字型入力よりも適するかもしれない。　　　　e

　　　　　　　　　　　4．2　同音字の問題

　中国語のピンイン入力を改善するための最大の問題は，同音字をいかに

処理するかである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　同音字を減らすための一つの方法は，音節とともに声調を入力すること

である。GB漢字に対する同音字の統計（菅野8））によると，音節のみの入

力の場合，同音字のない漢字の割合は0．2％にすぎず，同音字が3組以下

のものでもわずか1．4％しかない。これが音節十声調の入力となると，洞

音字のないものは3．9％，同音字3組以下のものは15．1％まで高くなる。

したがって声調の入力によって同音字が減少することは確かであるが，そ

れだけではまだ十分でないことがわかる。また声調の正確な入力は使賭

にとっては負担になる。とくに中国の地方出身の人にとってはとくにそう

であるが，北京出身の人でも正確な声調の入力は難しいといわれている。

　同音字対策の第2の方法は，日本語ワープロにおいて採用されているよ

うな辞書の学習機能14）をもたせることであるC分野によりまた個人に劫

常用する漢字は全体の漢字の一部であることを利用して，使用者の使う漢

字の頻度情報を記憶させておき；ll，辞書に収録された同音字のうち最も頻度

の高いものを第ユ番目に表示させれば目的とする漢字への変換率が高紘

る。またごのような頻度情報どいう長期にわたる，学習能力に加えて，二馴

　58　　　　　　　　　　　　　　－32一



已書として臆しておき，ピンイン灘変換，ぷ位，の際同音語候

畑中からこの共起諦書に登録された単謝と＿Xしたものを優先出力

iすればよい．共起語辞書に韻する単翻としては，文中で連胤て使わ

｝揃能性の高い関連語，意味的制繍係にある修飾許雛編のぺ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

　の学習機能として，同一のテキストあるいは同一の個人においては，同音

　字の顛埴前に選択した漢字を第1番目に表示する方法がある。森健一

　（東芝）」によれば，この二つの学習機能こそ，日本語ワープロの開発におい

　て実用化のカギを握るものであったという22）。

　　同音字を減少させる第3の方法は，音節単位の変換すなわち単漢字変換

　を単語単位あるいは熟語単位の変換に高めることである。約5万語の中国

　語常用単語（2文字以上）に対する統計8）によれば，音節十声調の入力の場

　合，同音語のないもの88％，同音語が2組あるもの10％，同音語が3組あ

　るもの1．5％である。したがって2文字以上の単語変換（ただし声調も入力）

　をすれば，同音字は相当減少する。声調なしの単語の場合については統計

　データがないが，やはり同音語は大幅に減ると予想される。

　　一方，現代中国語の文章に対する統計8）によると，1文字単語，2文字単

　語，3文字以上の単語の使用率は，それぞれ，34％，64％，2％であると

　いわれる。先に述べたことと合せると，2文字以上の単語の辞書を整備し，

　単語変換を行えば，現代中国語の文章の66％の単語については同音語の

　発生をかなり（3組以下まで）抑えることができる。ただし11文字単語の同

　音語の問題は依然として残る。　　　　　、

　　次に同音字を減少する第4の方法として，最近AI辞書変換などと呼ば

　れて日本語ワープロソフトに一部実現されている意味処理の手法がある。

　これは，あらかじめ辞書に記憶した共起語（同時出現性の高い関連語）に一致

　する候補を優先させる方式23）である。もしこれを中国語ピンイン入力に応
｛用すると，多くの用例から同時出現性の高、蠣をあらかじめ単語㈱

ア・複合語や慣用句を作る単語の組合せなどが考えられる。ただ関連語や

一 33一
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複合語，’慣用句などを全て辞書に登録したのでは，辞書の容量は膨炎とな

り処理時間がかかる．ことになるので、，関連性の強弱によって優先順位をウ

ける24）など；適切な辞書25）の設計が必要である。　　　　　，　”・ll・t

　なお最近国内で発売されたWindows版の中国語ワープロ「Win中臨

拡張キヅト（サンセール製）」においては，上記のうち第1から第3までの同

音語処理をしたピンイン入力をサポートしているようである。このため

Chinese　Language　Kitよりもはるかに漢字への適中率が高くなっている。

ただしある程度使い込んだあとの学習機能，およびユーザ辞書の整備が必

要で，使い始めの段階ではやはり同音字選択の回数が多いようである。

　また今回試用するに至らなかったが，中国で発売されたWindows用中

国語ワープロ「Chinese　Star」1）（中文之星）のピンイン入力システム「智慧」

は，単語学習機能や短縮入力機能を備えており，かなり使いやすいといわ

れている26）。

5．結　言

　本稿では，今日中国で使用されている代表的な漢字の入力法一五筆字

型入力法とピンイン入力法について検討した。また1Uacintosh土で，これ

らの入力法による中国語入力を実際に行つた結果とそれに基づく考察を述

べた。

五筆字型入力法は，一定期間の訓練を要するものの，それを前提にすれ

ば，同音字の問題がないためタッチタイプに適し，ピンイン入力よりも高

速な入力が可能である。しかしルールやコ“ドを覚えていない初心都と

って使いにくいことは否めない。ただ，米国で永く生活して帰国しタッチ

タイプ可能な漢字入力を深く研究した山田尚勇がすでに指摘しているよう

にジ．人間工学的にも∵「使い方の学びやすV，〉ものが，上達したときに使いや

すいものとは限らない」5）・1．．．1）のであるbx　2”
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語情報処理における入力法（猪平）

旧燐応お◎て；ラインプット法27）などのコード記憶方式がワープロ開発

の初覇灘軸当研究されながら，結局今日の「かな漢字変換方式」全盛と

なったよ．うに，．、中国においても五筆字型入力や倉頷のような字形入力法は

将来消えてしまうことになるのであろうか。これは，ピンイン入力時に生

じる同音字がどの程度ソフトウェア的に対応できるかにかかっている。
1‘普通話’”とピンインの義務教育を受けた中国の若い世代（10代および20

代）は，他の地方の人とは“普通話”で会話できる能力をすでに身につけ

てきており，ピンイン入力が言語的に使いにくいということは将来なくな

るであろう。

しかしながらおそらく，中国は，将来においても字形入力法と字音入力法

を共存させる道をとるのではないだろうか。ピンイン入力は，初心者用，

そして考えながら自分で文章を作成する場合，五筆字型入力は，秘書やタ

イピストなどの専門職用，そ，してこれらのプロがオフィスで原稿を見なが

ら大量の文書を作成（コピータイプ）する場合，とい・う、ように。

なお中国語情報処理の今後の展開のために，過去15年の日本語の情報

処理技術とくにワープロ開発の歴史を深く検討しようという構想をもって

いたが，今回は十分に果せなかった。次め機会に取り組みたいと思う。

謝辞，ディスカッションをしていただいた本学経済学部杉山一也専任講師

（申国語担当）に感謝致します。
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